
(専門分野) 

授業 

科目 
健康障害のある子どもの看護 講師 看護師 

実務経験 単位数 

〇 1 

学 

習 

目 

標 

1.健康障害が子どもや家族へ与える影響が理解でき、その援助方法について理解する。 

2.子どもに起こりやすい健康障害を理解し、子ども及び家族への看護の方法を理解する。 

3.さまざまな状況にある健康障害を起こした子ども及び家族への援助について理解する。 

 

時間数 

30 

学 年 

2 

時 期 

第2学期 

回数 主     題 学 習 内 容 授業方法 講師 

1 

健康障害をもつ子どもと家

族の特徴 

 

1.病気や入院が子どもに与える影響と 

看護 

 1)子どもの病気の受け止め 

 2) 病気・治療に伴うストレスと対処 

2. 病気や入院が家族に及ぼす影響と看護 

1)親 

2)きょうだい児 

講義  看護師 

2 

経過・症状に応じた小児と

家族の看護 

1.急性期にある小児と家族の看護 

1) 気管支喘息の小児の看護 

 (1)アレルギ－疾患のある小児の看護 

2)川崎病の小児の看護 

3)急性胃腸炎の小児の看護 

講義 看護師 

3 

2.主な症状の看護 

1)発熱、嘔吐、下痢、脱水、呼吸 

困難、けいれん 

3. 診療に伴う看護技術 

1)輸液管理、与薬(内服・座薬・吸入) 

2)呼吸管理 

3)採血・採尿 

4)腰椎穿刺 

5)検査や処置を受ける小児への説明と同意 

講義 看護師 

4 
4.活動制限のある子どもの看護 

5.隔離を必要とする小児への看護 
講義 看護師 

5 

1.救急処置が必要な小児と家族への援助 

 1)主な症状の看護(痙攣、ショック、 

意識障害) 

2)心肺蘇生法 

3)異物(気道・食道)誤飲と処置 

4)溺水に対する看護 

5)熱傷に対する看護 

講義 看護師 

6 

1.慢性的な疾患・障害のある小児と家族の看護 

1)病気と共に生活している小児と家族への援

助 

2)安静を必要とする小児と家族への援助 

3)ネフローゼ症候群の小児の看護 

4)糖尿病の小児の看護 

(1)食事療法を必要とする小児と家族への

援助 

2.主な症状の看護 

1)浮腫 

講義 看護師 

7 



8  

1.終末期にある小児と家族への援助 

1)小児の死の概念 

2)小児への病気の説明 

3)小児への緩和ケア 

4)死を看取る家族への援助 

5)白血病の小児の看護 

(1)隔離を必要とする小児への看護 

(2)検査に伴う看護：骨髄穿刺 

6)主な症状の看護：痛み 

講義 看護師 

9 

特別な状況にある子どもと

家族の看護 

 

1.健康障害を持つ新生児と家族の看護 

 1)低出生体重児：低血糖・保温・呼吸状態 

 2)新生児仮死・蘇生法 

 3)高ビリルビン血症・交換輸血 

 4)NICUの看護  

講義 看護師 

10 

1. 重症心身障害児と家族の看護 

1)重症心身障害児の特徴 

 2)重症心身障害の原因・誘因 

3)重症心身障害児の年次推移 

4)重症度分類 

2.療育と看護 

 1)重症心身障害児と家族のニーズ 

2)医療的ケア児の援助 

 3)療育とチームアプロ－チ 

3. 診療に伴う看護技術 

     1)経管栄養 

講義 看護師 

11～12 

1.先天的な問題を持つ小児と家族への 

援助 

 1)小児と家族への援助 

2)先天性心疾患の小児の看護 

3)口唇裂・口蓋裂の小児の看護 

4)先天性股関節脱臼 

5)ダウン症 

2.主な症状の看護 

1)チアノーゼ 

講義 看護師 

13 

1.手術を受ける小児の特徴 

1)手術を受ける小児のこころの準備状態の 

把握とプレパレーション 

2)日帰り手術を受ける小児と家族への援助 

3)周手術期における小児と家族への 

手術を受ける小児と家族の看護 

講義 看護師 

14 

1.虐待や被災した子どもと家族の看護 

 1)PTSD 

 2)看護の役割：アセスメント 

 3)多職種連携 

講義 看護師 

15 評価 
単位認定試験(45分) 

まとめ 

評価 

方法 
筆記試験  100点 

テキ 

スト 

系統看護学講座  

小児看護学[1]小児看護学概論 小児臨床看護総論 

小児看護学[2]小児臨床看護各論 

 


